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給食室では、毎日の給食残菜量を料理ごとに計量し、記録しています。

４月と５月の残菜量を昨年度と今年度で比較してみました。以下のグラフを見ると

どの料理も昨年度に比べると残菜率が８％減少していることがわかります。

教室を回っていても、おかわりをする姿がよく見られるようになりました。中学生の時

期は、乳幼児期に次いで成長が著しいと言われています。栄養バランスを考えて作ら

れている給食をしっかり食べてほしいと思っています。

給食残菜率を比べてみました
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＊毎日の食材の産地は、給食黒板横に掲示しています。
＊果物以外は、全て加熱しています。
＊行事・その他により、献立を変更する場合があります。

今から100年以上前に、かむことの大切さを伝えた人がいます。1849年生まれ

のアメリカ人の実業家、フレッチャーさんです。フレッチャーさんは、毎日ごちそ

うを食べ続けた結果、40歳の時には身長171cm、体重は100kg近く、おなか回

り150cmの肥満体になってしまいました。体調も悪く、生命保険への加入も断ら

れてしまいます。そこで、食事の時に一口30回、よくかむようにするなど、食生活

をかえたところ、健康な体を取り戻すことができました。

よくかむと、唾液がたくさん出て消化がよくなり、食べ過ぎを防ぐなど、さまざ

まな効果を得ることができます。生涯にわたって、しっかりかんで食べる習慣を身

につけていきましょう。


